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要     旨 

【目 的】循環気質は双極性障害の前駆状態と考えられているが、その神経基盤は明らかにされていな

い。また、双極性障害の患者は認知症に移行しやすいという報告もある。さらに、双極性障害の患者は

気分症状が寛解していても、記憶障害を呈するという報告がある。これらの知見から、我々は循環気質

から双極性障害を経て認知症に至る流れがあると想定した。そして循環気質の傾向が強い者と傾向が弱

い者を比較すると、記憶に関連する脳機能に相違が存在するという仮説を立てた。そこで本研究では、

健常者を対象に作業記憶課題を利用して循環気質の神経基盤を探索した。              

【方 法】健常成人 34 名を対象とした。男性 26 名、女性 8 名、年齢は 26.9±6.15 歳であったが、欠

損値により男性 1 名を除外した。被験者は全員右利きで、裸眼もしくは矯正視力は正常であった。精神

疾患に罹患していないこと、精神疾患の既往がないことを、The Mini-International Neuropsychiatric 

Interview (M.I.N.I.)を用いた面接により確認した。循環気質の評価には Temperament Scale of        
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Memphis, Pisa, Paris, and San Diego-Autoquestionnaire (TEMPS-A)を用いた。これは 110 項目の質

問で構成され、各設問に「はい」「いいえ」の 2 択で回答する。循環気質の設問に「はい」と答えた数

が多いほど、循環気質傾向が高いと評価した。fMRI の作業記憶課題として、英文字を用いた N-back

課題を行った。連続して文字を提示し、表示された文字がその前に提示された文字と一致しているか否

かを、被験者に尋ねた。難易度の異なる 1-back、2-back、3-back 課題と、対照条件である 0-back 課題

を、fMRI の撮影中に順不同で施行した。fMRI 撮像中に、課題の正解率及び反応時間を測定した。    

【統計解析】＜Performance data＞1-、2-、3-、0-back 各条件下での平均正解率及び平均反応時間を算

出し、分散分析を行った。Post hoc 解析は Turkey-Kramer 法を用いた。また、循環気質得点と平均正

解率及び平均反応時間との相関を、Pearson の相関係数を用いて分析した。                      

＜画像解析＞SPM8 を用いて fMRI データの解析を行った。各被験者のデータを 1-、2-、3-、0-back の

4 条件に分けて、whole brain について個人解析を行った。引き続きそのデータを用いて集団解析を行

った。循環気質得点を独立変数とし、whole brain の fMRI データを従属変数として、重回帰分析を施

行した。被験者の年齢と性別を独立変数に加え、補正を行った。                  

【結 果】＜Performance data＞平均正解率は 1-back、2-back、3-back の順に、有意に低下した。0-back

と 1-back には有意な差はなかった。平均反応時間は 0-back、1-back、2-back の順に、有意に延長した。

3-back は 0-back、1-back よりも有意に延長したが、2-back とは有意な差を認めなかった。          

＜画像解析＞2-back、3-back 課題条件で、左の舌状回に循環気質得点と有意な相関を有する部位を認め

た。3-back 課題でのクラスターサイズは 2-back 課題でのそれより大きかった。           

【考察】循環気質の神経基盤として、左舌状回がその一端を担う可能性が示唆された。3-back 課題での

クラスターサイズが 2-back 課題でのそれより大きかった理由としては、課題の難易度が上がるにつれ

て、より広い領域が賦活されたためと考えられる。問題点としては、被験者数が比較的少ないことや、

被験者が本学学生及び職員に偏っているため一般化しにくいことが挙げられる。また、双極性障害患者

でも同様の変化が生じているかは未検討である。                          

                                              

                                              

 






